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iニ司出fきしてく主主宰い，

軍
醜
臓
機
収
入
が
ら
劫
揮
し
引
か
れ

喜
納
端
時
陣
証
明
察

@
水
制
相
災
梶
田
油
開
総
資
総
脇
開

共
時
間
総
合
的
統
胸
骨
髄

@
地
隣
淡
筋
肉
回
数
率

市
中
検
ま
た
は
納
税
通
知
数

鐙
土
地
改
良
嫁
端
部
絵
品
開

土
地
汝
良
げ
誌
の
絞
開
明
‘
た
だ

し
ゃ
然
治
水
池
改
良
区
に
つ

い
て
は
持
参
不
思

地
嚇
小
作
割
付
控
除

地
主
へ
の
小
作
料
支
払
い
領

収
警

@
燥
機
終
的
絞
殺
徐

時
附
年
中
区
バ
イ
ン
ダ
ー
、
間
関

柑
慌
出
問
等
内
総
入
を
し
た
人
は
、

総
入
証
明
感
〈
柑
鴨
脚
帆
幾
て
ま

た
料
相
滋
機
的
役
織
に
つ
い
て

紋
、
後
除
勧
零
時
暗
部
制
杭
台
師
慨

を
参
考
に
し
ま
す
の
で
、
米

届
け
丹
方
法
卒
識
に
阿
掛
け
織

を
し
て
く
だ
寺
い
げ

そ
の
他
総
綴
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
前
附
民
総
端
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
議
開
関
税
醐
榔
}



発uu 
日付僻

主
規
模
小
言
、
市
を
透
ー
し
て

榔
削
哨
制
刊
剛
四
十
七
草
度
か
ら
児
素
手

i
剛
識
の
支
給
の
対
象
と
な
る
閥
均
議

一
の
う
ち
で
小
学
絞
へ
入
学
す
る

一
児
童
が
あ
る
と
き
は
、
児
童
入

一
学
闘
部
会
と
し
て
三
ニ
千
円
』
を

一
文
体
制
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
支
給
対
象
者

一
現
在
、
見
渡
争
点
閥
的
文
絞
め

一
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
今
植
民
文

一
紛
の
対
象
と
な
る
予
定
的
光
案

一
的
う
ち
で
今
年
間
同
月
に
小
学
校
緩
和
四
寸
八
年
笈
の
同
開
策
繁

一
へ
入
学
す
る
究
室
(
酬
明
利
削
悶
十
鐙
制
艇
を
都
市
計
崩
開
制
棋
は
綴
叫
丹
に

一
一
年
四
月
v

}

川
口
か
ら
線
級
削
間
十
帥
刺
殺
遜
知
療
を
発
滋
い
れ
ん
し
ま

-
一
一
年
棉
四
月
一
口
同
ま
で
に
衛
生
)
す
が
、
こ
れ
に
先
が
け
て
様
相
桝

こ
で
、
千
紫
線
内
に
品
盟
後
m
り
あ
る

A
M
綴
を
父
兄
…
日
か
ら
ニ
ト
日

ガ

晴

、

す

。

ま

ぐ

叫

馳

酔

弛

い

た

し

ま

す

。

び
世
マ
陣
掛
け
出
掛
先
我
孫
子
治
倫
明
淡
肉
同
分
的
思
定
資
畿
の
縛
揃
酬
は

書
宇
主
主
乏
宇
妻
宗
主
主
攻
勢
主
6
4
4歓きザ亀倉が学金書
L

辛
苦
主
主
主
E
喜左事会落者旬、

ぁ
手
欝
離
に

グ
内
向
婦
へ
が
飛
来

ー
今
春
入
学
す
る
方
に
入
学
税
金

1
J

「
l
l
!
謡
け
出
誌
今
月
中
に
i
l
-
-
L

毒装広

冬
的
措
枇
り
絡
が
お
ぬ
me
が
手

相
院
総
判
官
開
齢
制
山
開
1
都
都
町
宮
立

級
榊
総
務
務
孫
下
)
に
来
て
い
ま

す。
白
鳥
は
、
数
も
少
な
〈
こ
円

近
辺
で
は
茨
総
務
的
牛
久
沼
に

象
る
の
は
い
知
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
挙
資
制
m
に
は
、
開
明
拘
刊
一
一
十

年
雨
明
仁
一
一
回
来
た
だ
け
で
会
〈

我
孫
子
で
は
田
知
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

地
潤
き
ん
も
…
申
供
自
滅
u
u
に
で

も
僻
郎
総
そ
る
っ
て
白
鳥
見
物
を

し
て
は
い
か
が
グ

我
孫
子
野
鳥
を
守
る
会
で
は

れ
別
手
貿
沼
で
珍
し
い
内
問
お
抑
制
帆
祭

摺
を
品
開
め
る
と
附
何
時
吋
に
ま
た
来
弘
、

働
も
描
摘
ん
で
米
る
よ
う
に
夜
交
を

糊
救
け
て
い
ま
す
。

ぷ
汚
染
の
ひ
ど
い
や
寅
渇
で
す

内
げ
が
、
こ
れ
以
上
ひ
ど
〈
な
ら
ず

一
に

J
Z
ゃ

J
2
と
防

内
総
社
世
帯
務
所

V
開
掛
け
蹴
制
期
間
開
閉
唱
和
総
十
八

年
二
月
二
十
八
お
ま
晴
、

公
務
闘
員
や
ェ
一
公
絞
め
ガ
で
制
民

家
入
学
総
念
的
対
象
主
な
る
方

も
綴
敏
感
判
明
所
ま
で
柵
期
間
関
市
門
に

開
繍
校
総
し
て
く
だ
き
い
。

絡
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
技

会
銀
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
応
器

、。

〈
欄
慨
叫
怖
感
務
部
閉
)

課
税
台
棋
の
鍵
覧

認
丹
…
日
か
ら
一
一
十
臨
ま
で

輯
肺
野
鳥
も
ゑ
爆
で
き
る
チ
相
良
明
閉

じ
し
た
い
も
の
で
す
。(

会
開
同
様
}

ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
か

ま
た
、
昨
時
年
中
に
土
地
、
耐
熱
闘
概

償
却
資
家
に
出
向
動
的
あ
っ
た
お

な
ど
は
ぜ
ひ
こ
の
輪
開
会
に
お
た

し
か
め
く
だ
幸
い
a

も
し
‘
こ
の
ム
ロ
絹
艇
に
表
ね
持
さ

れ
た
個
格
に
異
議
が
為
る
場
合

泳
三
月
三
十
…

uM
ま
で
に
文
晴
樹

で
、
士
叩
砕
緩
出
此
絞
殺
祭
出
潤
後
嗣
民

会
へ
察
官
溜
め
繍
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
a

縦
覧
臨
時
期
午
約
八
時
一
一
…
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
f
e
た
だ
し

土
時
眼
目
は
や
蛸
問
中
世
、
す

6

総
動
説
線
新
我
孫
子
中
市
役
所

(
資
濃
紺
幅
緩
〉

いつも笑顔で

搬しよう

Iありがとう Hどうぞiを
あいことばに

9 F.l 9 1:1-12日
10F.l141:1-19日

夏季大会

秋季大会

表溺国体県民運動捻議長協議会

セ
'
T
撒
以
上
の
方
の
麗
樺
機
関
で
の
診
療

薬
外
で
受
け
ら
れ
る
場
合
の
お
願
い

本
年
一
月
ω

日μ
か
ら
悶
幽
川
氏
帥
地

続
出
昨
然
、
叫
札
会
保
持
問
(
被
扶
養

品
鳴
)
的
部
を
糊
附
わ
ず
現
私
本
市

で
は
満
七
十
歳
以
上
的
基
人
で

手
続
き
を
完
了
さ
れ
た
官
り
は

8
8魚
担
分
的
隊
機
臓
提
は
無
料

件、す。し
か
し
、
子
葉
県
で
採
用
府
し

た
殺
人
開
臣
家
資
的
請
求
擦
は
後

等
方
式
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

県
内
の
際
線
榔
稿
欄
聞
で
鈴
療
を
受

(
欄
備
投
機
務
所
〉

援
護
法
制
梢
談
会

後
滋
関
係
の
淡
始
時
同
同
年
々
獲

叫
継
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

や
議
国
献
で
は
権
利
者
へ
の
組
側
知

徹
底
を
濁
る
た
め
、
油
開
惜
引
制
民
的
関

手
続
等
各
蹄
間
後
嶋
崎
持
慨
に
裁
づ
〈

朝
刊
談
会
を
次
め
と
お
号
行
な
い

ま
す
の
で
救
援
品
鴨
川
砧
山
山
市
崎
く
だ

寺
い
。

wv
制
帰
日
二
月
十
九
詩
(
H
n
)

軍
櫨
曙
開
聞
東
箆
蜘
岬
支
庁
絞
殺
世
帯

一
会
油
開
市
菰

〈
柑
畑
執
事
務
所
)

千
築
様
共
応
募
金
会
町
議
俄
…

で
毎
宅
行
な
っ
て
い
る
綴
米
た
…

慾
話
す
け
あ
い
ま
言
ン
…

蕊
叫
J~ク
ー
ル
で
絞
殺
間
間
十
一

議
務
七
年
樹
立
‘
一
、
九
一

溺
磁
川
一
一
五
点
の
応
募
品
唱
が
山

以
民
り
液
晶
り
ま
し
た
の
ニ
の
一

部
流
協
や
で
湖
北
合
中
学
校
…

引
即
時

t
y
一
年
象
的
機
山
菊
子
一

時
以
Mm
宰
ん
が
佳
作
に
入
選
町

制
閉
mm
ま
し
た
の
で
、
中
巾
で
一

滋
お
山
引
は
さ
っ
そ
く
判
記
念
品
…

を
醐
略
目
玉
い
た
し
ま
し
た
。

{
繍
従
事
務
部
開
)
"

け
ら
れ
る
肌
叫
ん
H
N
M

援
し
っ
か
え

み
り
ま
校
ん
が
.
総
務
道
府
県

〈
立
主
主
ぱ
点
京
燃
や
茨
拙
崎
県

な
ど
)
で
受
け
ら
れ
る
綴
は
、

ご
干
潟
制
問
で
も
市
役
所
、
持
文
様

に
お
い
で
い
た
幻
春
、
窓
口
で

恋
人
際
機
縄
問
綴
求
殺
を
受
け
取

っ
て
.
館
跡
療
機
関
で
診
療
を
受

け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
畠

指
名
参
加
額
い
の
頴
け
出
を

市
の
工
事
・
物
品
購
入
な
ど

灘
間
常
的
総
…
蝋
略
式
〈
制
問
一
変
制
問

縁
関
係
H
M

捌
搬
送
業
協
会
統
一

掛
作
品
科
}

ヱ
一
事
(
工
事
お
よ
び
網
波
紋

許
制
倒
蚤
)
と
物
品
〈
務
総
そ
的

抽
出
)
と
係
、
制
刷
鵬
刊
で
後
出
制
し
て

〈
ど
き
い
。

お
糊
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
舗
持

管
財
同
時
(
八
二

i
一
…
浜
一
内

線守一

O
九
)
ま
で

〈
掛
用
紋
醐
牌
}

場
一
瞬松

戸
古
川
小
綴
本
七
世
耶
世
間
抑
開

会
問
庁
舎
五
階
千
戦
線
松
戸

消
費
魚
体
問
セ
シ
タ
i
(
O
m出七

一
一
…
〉
ム
ハ
…
!
一
一
一
一
一
容

嚇
ザ
加ど

を
た
で
も
組
織
に
事
官
加
で

き
ま
す
。
出
叩

L
込
み
の
機
会
は

幌
地
縁
・
ハ
が
キ
ま
た
は
米
出
け
の

い
ず
れ
で
も
稔
構
で
す
。

後
務
創
刊

)
無
科
で
す
。

昭
和
関
十
七
年
波
消
費
者
議

出
埋
め
総
闘
が
総
本
紋
先
生
が
郊

齢
制
綾
子
先
鋭
に
変
更
に
な
市
ま

し
た
町
で
お
奴
ら
せ
い
た

L
ま

す
e

{
総
済
制
撤
醐
持
制
障
〉

公

渓

銘

謙

虚

申
し
込
み
方
法
官
蹴
博
明
〈
山
即
銭

必
割
前
〉
か
、
ハ
ガ
々
で
申
し

込

hyhと
a

綾
部
閉
我
孫
子
新
国
・
災
四
時
?
?

市
中
由
党
公
胤
民
館

期
限
二
丹
十
六
日
か
ら
一
一
汚

一
十
八
担
ま
で
。

801 

専の主主~鳥手自爵b がミ!，- j電，醤 tこ来ています。

同
唱
和
抑
留
十
八
年
絞
め
我
孫
子

治
的
発
殺
す
る
工
事
、
お
よ
び

資
材
、
務
総
量
寸
的
時
購
入
に
入
札

多
加
を
希
望
す
る
方
汽
次
的

主
お
り
競
争
入
札
参
御
地
風
物
取

請
書
を
扱
山
出
し
て
く
双
差
い
a

O
受
付
期
間
限
制
抑
制
蜘
十
八
年

一
一
均
一
日
か
ら
二
四
月
二
十
八

H
U
 

。
受
付
議
所
市
役
所
総
務
総

財
政
輔
陣
営
対
係

O
由
中
世
間
後
揃
標
設
幾
設
省
、
千

骨
骨
佐
小
・
裁
第
…
小

輔
副
玄
}
肉
阻
例
年
総
念
式
典

お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

世
特
段
小
撤
a

殺
と
我
孫
子
第
一

小
学
校
は
今
年
で
創
立
以
来
反

年
を
迎
え
ま
す
。

布
佐
小
学
校
同
体
附
明
治
六
年
一

月
ト
八
師
、
後
孫
子
第
一
小
学

校
は
間
約
六
年
二
月
二
十
日
そ

れ
ぞ
れ
創
立
さ
れ
ま
し
た
静

制
阿
波
で
は
、
次
の

E
お
り
総

念
式
典
と
祝
賀
会
を
子
出
血
し
て

い
ま
す
&
多
数
的
父
様
設
ぴ
に

本
議
中
一
的
務
総
を
お
脳
相
い
い
た

し
ま
す
。

職

員

募

員

我
孫
子
治
ク
り

i
ン
セ
ン
タ

ー
従
事
腕
戦
終
を
次
の
と
お
守
募

緩
い
た
し
ま
す
考

V
帥
帆
同
盟
と
同
時
間
間
予
定
人
民

電
気
技
街
‘
機
械
仲
偶
然
戦
闘

を
各
一
名
・
ク
レ

i
ン
操
作
員

一
名
、
そ
の
俄
仙
印
象
開
問
芳
子
名

帯
炎
倫
明

…
一
一
十
五
銭
未
満
で
本
十
前
夜
仲
間

か
滋
融
制
可
能
な
者

V
受
付
棉
哨
附
開

昭如刊附悶し
γ
八
年
一
一
月
十
六
H
訂

か
ら
コ
一

η
十
お
ま
ぞ

。
鈴
抑
制
は
秘
書
人
事
議
ま
で

生

ワ

ク

投

与

小
間
見
守
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

を
次
的
録
制
問
件
、
行
な
い
ま
す
。

級

車

一

議

誌

、

開

昭

和

四

十

六

年

十

前

号

訂

正

一
月
か
ら
緩
和
隊
十
七
年
十
一

月
ま
で
に
生
ま
れ
た
必
ち
ゃ
ん
爺
号
昭
和
関
心
2

八
年
ス
月

で
す
が
、
ス
総
投
与
を
受
け
て
忌
発
行
第
一
い
灯
火
ト
一
号
で
揺

を
い
人
は
附
問
機
に
側
関
係
な
く
投
の
が
あ
ハ
ソ
ま
し
た
め
で
、
訂
正

与
を
受
け
て
〈
だ
き
い
。

M
P
校
て
い
た
だ
き
お
詫
び
い
た

小
田
ル
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
は
問
問
し
ま
す
@

出
口
免
疫
で
す
の
で
、
下
殺
し
て
第
二
一
臨
む
殻
上
段
か
ら
一
段

い
る
方
法
飲
ん
で
も
効
酬
明
が
あ
政
見
出
し
が
間
関
制
民
総
燦
保
険
・
・

り
ま
せ
ん
の
で
中
止
し
て
〈
だ

i
iと
あ
リ
ま
す
が
園
以
内
年
金

書
い
。
ま
た
、
カ
ゼ
を
か
い
て
保
体
間
約
に
つ
き
釘
創
立
さ
せ
て
い

い
る
赤
ち
ゃ

λ
も
日
問
機
で
す
。
た
ど
き
ま
す
。

を

お

、

問

問

珍

猿

を

よ

〈

統

ん

〈

金

協

関

糊

醐

}

で
い
た
だ
き
市
対
詩
駒
山
か
け
る
前

め

ま

慨

を

必

ず

制

閥

復

し

、

記

入

行

政

相

談

し

て

総

務

り
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